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わき道，より道，まわり道 : 水銀中毒学との 35 年





































































22 佐藤 ─ わき道，より道，まわり道
が，確かにそうです．
　編集部長をしている間に，刊行記念行事を開催しま






















































































佐藤 ─ わき道，より道，まわり道 23
かすると，調査が立ち上がるかと思いはじめましたが，
平成 20年の「小児環境保健疫学調査に関する検討会」
の報告書が出来ても，本当に実現するのか，半信半疑
でした．その後 2年かけて計画を練って，実施される
ようになったわけです．
　以前久道先生から，省庁で新しい事業が始まる時は
「報告書」をつくる検討会を立ち上げて，その報告書
を受けるかたちで事業が始まるので，報告書作りは重
要なのだとうかがったことがありました．まさにそれ
を目の前で見たわけです．
　エコチル調査は生まれた子どもが 13歳になるまで
追跡する 10万人の出生コホート調査です．子どもの
健康に与える環境要因，特に化学的要因の解明が目的
です．企画立案や予算獲得は環境省が行い，実際の調
査の中心となり，サンプルの保存や分析，データの保
管を行うのが，国立環境研究所に設置されたコアセン
ターです．今そのセンター長を併任しています．国立
成育医療センターをメディカルサポートセンターと
し，全国で 15のユニットセンターが地元の医療機関
や行政等と連携して，リクルートや試料の採取をして
います．この調査は，あと 15年は継続し，最終的な
結果が出るのはもっと時間がかかります．それを見る
ことはできないかもしれませんが，立ち上がりを経験
出来ただけでも幸せと考えています．
　私のまわり道につきあってくれた環境保健医学分野
の仲間はじめ，いろいろな人にサポートされて来まし
た．教授会のメンバーや教員だけでなく，事務の方々
にも支えられて来ました．それらの人々に感謝いたし
ます．
